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最高学年の心意気 
 

校長  山岡 久美子 

 

新入生がやってきました。先日の２２日には、全校児童で「１年生を迎える会」を行いました。 

６年生と手をつなぎ、花のアーチをくぐって入場です。嬉しそうな１年生に照れくさそうな６年生。

学校クイズや校歌を歌うなどしてみんなでお祝いしました。 

 

 ６年生は最高学年としての様々な取り組みがあります。まずは１年生の教室掃除や給食のサポー

ト。そして児童会活動では委員会やクラブ活動の中心となり、活動を進めていきます。 

特に委員会活動の委員長やクラブ活動のクラブ部長などは、メンバーをまとめる役を担います。 

 

先日、それぞれの委員長が校長室に集合しました。つづきの丘小学校の児童数は３３９人です。

そこで私は、「３３９人を笑顔にするために、どんな活動ができそう？」と尋ねました。 

 はい、はい！とすぐに手が挙がります。「環境・飼育委員会は、ウサギのことをもっと知ってもら

いたい。」「豊かな心委員会は、みんなが安心できるようにしたい。」「給食委員会は、給食のつくり方

をもっとみんなに知ってもらいたいな。」 「計画委員会は、いろいろな行事をもっと工夫したい。」

「図書委員会は、いろいろな本を紹介したい。」等、話が止まりません。 

 

みんなに自分たちの思いを知ってもらうために、直接伝えたいな、チラシを配ったらどうかな、

プレゼントとか作ってもいいかもね、等々。この中休みのミニ会議では、委員長からのアイデアが

あふれていました。 

 

 副委員長や委員のメンバーとうんと話し合って、 

取り組むことを約束して解散しました。実に頼もしい！ 

すっかり最上級生の貫禄が出ています。 

リーダーシップをとる６年生全員に 

心からエールと拍手を贈ります。 
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～高めよう学び 広げようつながり 輝こう未来へ つづきの丘の子～ 


